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ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
エ
ラ
ー
（hum

an
error

）
と
は
、
人
が
起
こ
す
誤
り
の
総
称
で
あ
る
。
従
来
、
事
故
原
因
の

多
く
は
機
械
な
ど
の
故
障
と
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
、
大
多
数
の
事
故
原
因
は
人
の
過
失
、
す
な
わ
ち
、
ヒ
ュ
ー

マ
ン
・
エ
ラ
ー
（
以
下
「
エ
ラ
ー
」
と
も
い
う
）
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
　
一
〜
三

。

医
療
に
お
い
て
も
、
事
故
が
発
生
す
る
と
、
注
意
不
足
・
確
認
不
足
な
ど
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
エ
ラ
ー
は
常
に
問

題
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
エ
ラ
ー
を
完
全
に
防
止
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
医
療
過
誤
の
素
因
と
し
て
潜
在
す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
エ
ラ
ー
の
原
因
と
対
策
に
つ
い
て
述
べ
る
。

一
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
エ
ラ
ー
の
概
念

（
一
）
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
エ
ラ
ー
の
意
味

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
エ
ラ
ー
と
は
、「
あ
る
目
標
に
向
か
っ
て
行
動
し
た
と
き
、
意
図
に
反
し
て
、
別
の
結
果
と
な

っ
た
場
合
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
　
一
、
二

。

そ
れ
で
は
、
人
は
な
ぜ
、
エ
ラ
ー
を
惹
起
す
る
の
か
。
エ
ラ
ー
は
人
間
の
属
性
と
見
ら
れ
、
人
が
潜
在
的
に
持

つ
素
質
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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一
般
に
人
間
の
五
感
か
ら
脳
に
入
力
さ
れ
る
情
報
量
は
、
一
〇
の
九
乗
ビ
ッ
ト
毎
秒
で
あ
る
。
し
か
し
、
情
報

処
理
能
力
は
、
そ
の
わ
ず
か
一
〇
〇
〇
万
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
情
報
の
大
半
は
捨
て
去
ら
れ
て

し
ま
う
。
そ
の
と
き
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
エ
ラ
ー
は
発
生
す
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る　
一

。

（
二
）
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
エ
ラ
ー
の
起
こ
る
原
因

①
大
量
の
情
報
は
、
処
理
前
に
必
要
因
子
と
不
必
要
因
子
と
に
選
別
さ
れ
る
が
、
そ
の
と
き
、
取
捨
選
択
を
誤

っ
た
場
合
。

②
脳
に
入
力
さ
れ
る
情
報
は
、
い
っ
た
ん
記
憶
に
と
ど
め
ら
れ
、
時
間
を
か
け
て
処
理
さ
れ
る
が
、
そ
の
情
報

が
忘
れ
ら
れ
た
場
合
。

③
情
報
は
一
部
は
選
別
さ
れ
ず
、
い
ま
ま
で
得
た
知
識
、
経
験
、
訓
練
な
ど
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
脳
の
情
報
集

積
回
路
を
介
し
て
反
射
的
に
処
理
さ
れ
る
が
、
そ
の
と
き
、
違
っ
た
回
路
に
入
れ
て
し
ま
う
場
合
。

④
大
脳
皮
質
系
に
蓄
え
ら
れ
た
情
報
は
、
脳
に
認
識
さ
れ
て
い
る
本
能
、
情
緒
、
意
欲
な
ど
の
感
覚
に
影
響
さ

れ
る
が
、
そ
の
と
き
に
修
飾
・
変
形
お
よ
び
変
質
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
。

な
お
、
人
の
五
感
が
繊
細
化
し
、
脳
が
緻
密
化
す
れ
ば
、
そ
れ
に
比
例
し
て
エ
ラ
ー
は
生
じ
や
す
い
と
い
わ
れ

て
い
る　
一

。
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二
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
エ
ラ
ー
の
分
類
と
原
因

（
一
）
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
エ
ラ
ー
の
分
類

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
エ
ラ
ー
の
分
類
法
と
し
て
、
こ
こ
で
は
大
城
の
示
す
黒
田
分
類
法
を
紹
介
す
る　
一

。

①
知
識
行
動
の
エ
ラ
ー

誤
り
で
は
な
い
、
と
判
断
し
た
行
動
が
結
果
的
に
は
間
違
い
と
な
っ
た
も
の
で
、
過
信
、
勘
違
い
、
先
入
観
な

ど
に
よ
っ
て
生
じ
る
エ
ラ
ー
は
こ
れ
に
該
当
す
る
。

②
規
制
行
動
エ
ラ
ー

規
則
ど
お
り
に
行
動
し
た
が
、
結
果
的
に
間
違
っ
て
い
た
、
と
い
う
エ
ラ
ー
は
こ
れ
に
該
当
す
る
。

③
熟
練
エ
ラ
ー

熟
練
に
よ
っ
て
身
に
つ
い
た
習
性
に
従
っ
て
行
動
し
た
が
、
結
果
的
に
間
違
っ
て
い
た
、
と
い
う
エ
ラ
ー
は
こ

れ
に
該
当
す
る
。
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（
二
）
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
エ
ラ
ー
の
惹
起
因
子

エ
ラ
ー
を
惹
起
す
る
因
子
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
分
類
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ス
ウ
ェ
イ
ン

（Alan
D
.Sw
ain

）
の
分
類
を
述
べ
る　

一

。

直
接
因
子

①
外
的
因
子：
人
を
取
り
巻
く
外
部
因
子
の
こ
と
で
、
状
況
因
子
（
環
境
、
労
働
条
件
、
組
織
構
造
な
ど
）、

業
務
因
子
（
企
業
方
針
、
情
報
伝
達
、
営
業
成
績
）
な
ど
で
あ
る
。

②
内
的
因
子：

個
人
に
備
わ
る
内
部
因
子
で
、
経
験
、
訓
練
、
技
術
、
個
性
、
知
性
、
健
康
、
家
庭
な
ど
が
あ

る
。

③
ス
ト
レ
ス
因
子：

個
人
の
心
身
に
与
え
る
刺
激
因
子
の
こ
と
で
、
心
理
的
ス
ト
レ
ス
（
作
業
負
荷
、
監
視
、

失
敗
、
単
調
、
退
屈
、
矛
盾
）、
生
理
的
ス
ト
レ
ス
（
疲
労
、
苦
痛
、
空
腹
、
酸
欠
、
運
動
不
足
）
な
ど
で

あ
る
。

間
接
因
子

①
メ
ン
ツ：

日
本
人
に
多
い
誘
発
因
子
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

②
あ
せ
り：

時
間
ま
で
に
と
い
う
制
約
は
手
順
の
省
略
、
短
絡
、
乱
心
な
ど
を
起
こ
し
や
す
い
。

③
お
ご
り：

熟
練
者
ほ
ど
高
を
く
く
り
、
自
信
過
剰
に
陥
り
や
す
い
。
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④
怒
り：

感
情
の
高
ま
り
は
思
考
を
鈍
ら
せ
る
。

三
、
医
師
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
エ
ラ
ー

医
師
は
エ
ラ
ー
の
常
習
者
で
あ
る
、
と
さ
え
揶
揄
さ
れ
て
い
る
。
医
師
と
い
う
職
業
は
、
本
来
人
間
の
生
体
に

は
存
在
し
な
い
異
物
を
、
人
に
投
与
し
、
そ
の
結
果
や
成
果
を
期
待
す
る
職
業
で
あ
る
か
ら
、
と
い
え
よ
う
。
そ

の
意
味
で
、
医
師
に
よ
る
エ
ラ
ー
が
続
出
す
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る　
一

。

エ
ラ
ー
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
医
学
教
育
お
よ
び
医
療
の
訓
練
を
生
涯
に
わ
た
り
職
業
と
し
続
け
る
宿

命
を
医
師
は
背
負
っ
て
い
る
。

（
一
）
医
療
事
故
を
多
発
す
る
医
師

事
故
多
発
性
格
者
（accidentprone

personality
）
と
指
名
さ
れ
る
医
師
の
存
在
を
科
学
的
に
立
証
し
、
特
定

し
た
報
告
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
事
故
を
重
ね
て
惹
起
す
る
医
師
が
存
在
す
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

本
来
、
人
の
脳
に
は
エ
ラ
ー
を
犯
す
モ
ー
ド
は
な
い
ら
し
い
。
医
師
は
相
当
の
努
力
を
は
ら
っ
て
い
る
に
も
か
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